
土
木
学
会
の
動
き 

　

土
木
学
会
と
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
：A

sian C
ivil E

ngineering 

Coordinating Council

）の
主
催
に
よ
り
、2
0
0
 

9
年
4
月
9
日
に
メ
コ
ン
川
流
域
の
環
境
保
全
・
開

発
と
国
際
支
援
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（International Sym
posium

 on Preservation 

and D
evelopm

ent of Great M
ekong Sub-

region and International Support

）を
土
木

学
会
講
堂
に
て
開
催
し
た
。

　

現
在
、A
C
E
C
C
で
は
土
木
学
会
が
中
心
と

な
っ
て「
メ
コ
ン
河
流
域
相
互
開
発
に
関
す
る
技
術

委
員
会（
以
下
、メ
コ
ン
T
C
）」（
委
員
長
：
日
下
部

治・東
京
工
業
大
学
教
授
）の
T
C
活
動
を
行
って
い

る
。本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
の
T
C
活
動
の
一
環
で
あ

り
、土
木
学
会
の
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、土
木
学
会
と
A
C
E
C
C
の
主
催
、

（
独
）土
木
研
究
所 
水
災
害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

国
際
セ
ン
タ
ー
と
山
梨
大
学
G
─

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ア
ジ
ア
域
で
の
流
域
総
合
水
管
理
研
究
教
育
の
展

開
」と
の
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

メ
コ
ン
T
C
会
議

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
日
に
は
メ
コ
ン
T
C
会
議
が

土
木
学
会
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
T
C
会
議
へ
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、タ
イ
か
ら
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
海
外
招
聘
者
ら
が
参
加
し
、A
C
E
C
C

の
活
動
概
要
の
説
明
、メ
コ
ン
T
C
活
動
の
概
要
説

明
の
後
、メ
コ
ン
T
C
活
動
の
一
環
と
し
て
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
を
確
認
し
た
。

今
後
も
積
極
的
な
メ
コ
ン
T
C
活
動
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、2
0
1
0
年
8
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
る
、第
5
回
ア
ジ
ア
土
木
技

術
国
際
会
議（
C
E
C
A
R
）に
て
特
別
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、そ
の
成
果
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要

　

ア
ジ
ア
有
数
の
国
際
河
川
メ
コ
ン
川
流
域
は
、社

会
基
盤
、教
育
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
国
際
支
援
と
、経

済
成
長
を
見
越
し
た
海
外
投
資
が
継
続
し
て
い
る

一
方
、世
界
有
数
の
生
物
多
様
性
と
文
化
遺
産
を

有
し
て
お
り
、国
際
支
援
・
海
外
投
資
と
調
和
あ
る

継
続
可
能
な
発
展
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、土
木
学
会
と
A
C
E
C
C
が
主
催
し
、

環
境
・
文
化
保
全
、流
域
開
発
、人
材
育
成
、防
災
な

ど
の
講
演
と
討
議
を
通
じ
、河
川
流
域
の
活
用
・
管

理
に
関
す
る
国
際
協
力
の
あ
り
方
に
つい
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、栢
原
英
郎
・
土
木
学
会
会
長

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
時
）と
堀
越
研
一
・
A
C
E
C
C

担
当
委
員
会
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、丹

保
憲
仁
・
北
海
道
大
学
元
学
長（
元
土
木
学
会
会

長
）が「
世
界
の
水
資
源
」と
題
し
た
特
別
講
演
で
、

世
界
の
水
資
源
の
偏
在
と
現
在
の
危
機
的
状
況
、

新
し
い
水
の
世
紀
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
消

費
を
抑
え
た
水
利
用
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
説
か

れ
た
。続
い
て
、「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
国

際
支
援
」、「
流
域
の
世
界
遺
産
保
全
と
国
際
支

援
」、「
流
域
開
発
、防
災
と
国
際
支
援
」と
題
し
た

三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、流
域
国
か
ら
5
名（
タ
イ
、ラ

オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
）と
日
本
か
ら
5
名

の
講
演
者
に
よ
る
講
演
と
、そ
れ
ら
に
対
す
る
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
国
際
支
援
」の

セ
ッ
シ
ョン
で
は
、メ
コ
ン
川
の
流
量
の
再
現
と
予
測
が

可
能
な
分
布
型
水
循
環
モ
デ
ル
と
、現
地
実
務
者
・

研
究
者
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
」の
活
動
、流
域
各
国
で
活
動
す
る
機
関
や
組

織
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
課
題
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

続
く「
流
域
の
世
界
遺
産
保
全
と
国
際
支
援
」の

セ
ッ
シ
ョン
で
は
、貧
困
地
区
に
お
け
る
観
光
事
業
を

通
じ
て
貧
困
の
軽
減
と
文
化
自
然
遺
産
の
保
護
を

目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、世
界
遺
産
地
区
で
は
急
激
な
観
光
客
の
増

加
に
よ
る
経
済
的
恩
恵
と
同
時
に
、負
の
影
響
も
受
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メ
コ
ン
川
流
域
の
環
境
保
全
・
開
発
と

国
際
支
援
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
委
員
長
・
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
幹
事
　
岡
村 

未
対
（
愛
媛
大
学
大
学
院
）

協
定
学
協
会

写真1　会場風景

写真2　講演者との写真撮影



土
木
学
会
の
動
き 

け
る
。文
化
自
然
遺
産
の
保
全
と
開
発
の
調
和
、お

よ
び
持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
情
報
通
信
技
術
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
「
流
域
開
発
、防
災
と
国
際
支
援
」の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、情
報
が
き
わ
め
て
少
な
い
中
国
に
お
け
る
状

況
の
報
告
に
始
ま
り
、貿
易・サ
ー
ビ
ス・工
業・観
光

な
ど
の
経
済
活
動
を
活
発
化
し
自
由
経
済
圏
を
創

設
す
る
た
め
の
流
域
国
連
携
に
よ
る
”経
済
回
廊
”

の
進
捗
状
況
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

ま
た
、土
木
研
究
所
I
C
H
A
R
M
が
行
っ
て
い
る

地
域
の
水
災
害
に
対
す
る
防
災
力
向
上
に
資
す
る

技
術
支
援
の
体
制
、お
よ
び
洪
水
予
警
報
の
た
め
の

最
新
の
パッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、日
下
部
教
授
か
ら
A
C
E
C
C
、お
よ
び

メコン
T
C
の
設
立
の
経
緯
と
活
動
の
概
要
が
紹
介
さ

れ
、ま
た
、メ
コン
地
域
が
日
本
を
含
む
い
く
つ
か
の
国

か
ら
の
投
資
に
よ
り
既
に
自
律
的
に
発
展
し
て
お
り
、

経
済
回
廊
が
完
成
す
る
2
0
1
5
年
の
次
の
フェ
ー

ズ
を
見
据
え
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。最

後
に
、A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
の
J
S
C
E
代

表・住
吉
幸
彦
氏
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、当
初
は
2
0
0
9
年
1
2

月
に
2
日
間
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
国
際
空
港
封
鎖
の
影
響
に
よ
り
海
外
か
ら
講

演
予
定
者
の
来
日
が
困
難
と
な
り
、いっ
た
ん
は
中

止
し
た
も
の
を
、改
め
て
会
期
を
1
日
に
短
縮
し
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。講
演
者
や
参
加
者
に
は
多
大

な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
が
、今
回
は
会
場
が
ほ
ぼ
満

員
と
な
る
約
1
4
0
名
の
参
加
者
を
得
た
。流
域

開
発
と
保
全
の
調
和
、文
化
と
環
境
が
調

和
し
た
流
域
の
発
展
、そ
の
た
め
の
人
材
教

育
と
国
際
支
援
を
、い
わ
ゆ
る
土
木
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え
る
大
変
良
い
機

会
で
あ
っ
た
。国
際
河
川
と
い
う
概
念
が
な

い
わ
が
国
へ
の
情
報
伝
達
と
情
報
共
有
、お

よ
び
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
き
っ
か

け
に
少
し
で
も
な
れ
ば
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
大
成
功
で
あ
る
。

　

最
後
に
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
助
成

を
戴
い
た（
財
）河
川
環
境
管
理
財
団
・
河

川
整
備
基
金
、山
梨
大
学
G
─

C
O
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
お
よ
び
公
益
信
託
土
木
学
会
学
術

交
流
基
金
な
ら
び
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実

施
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
深

甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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写真3　�海外からの講演者を対象に翌日行われた、国総研・土木研究所（つく
ば）へのポスト─シンポジウムツアー


